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～夢に向かって自ら学び ともに高め合う「なぎっ子」～  

 

 

 

再度徹底して予防に取り組みましょう！ 

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ                              

 

東京や京都、大阪、兵庫の４都府県に緊急事態宣言が出され、新型コロナ

感染「第４波」と言われています。 また、感染力が強いとされる「変異株」は 

全国拡大が予想され、若年層への感染も心配されます。 

岡山県でも、新規感染者数は増加傾向にあり、４月２３日に「ステージ３

（感染急増）」に引き上げられ、５月１６日までの間、感染拡大地域との 

不要不急の往来を控えることなど、協力の要請が出されています。 

町教育委員会では、これらの状況を受けて教職員に再度対策の徹底を呼びかけるとともに、関係行事の

見直しを行いました。 なお、今後の状況によっては、急な日程変更なども考えられますので、保護者の皆さま

のご理解とご協力をお願い致します。 
 

 

【延期や中止を行った主な行事】 

 ・両幼稚園 「ちっちゃい姫とハカルン博士（演劇）」5/11(火) ⇒ 延期（開催日未定） 

 ・文化センター 「令和３年 成人式（２年度新成人）」5/2(日) ⇒ 延期（９月下旬～１０月下旬） 

 ・海洋センター 「FOS少年団入団式」「スポーツ少年団開校式」 ⇒ 中止 

 

【（現時点では）対策を行いながら実施を予定している主な行事】 

 ・小学校 「渋川海事研修（５，６年生）」 5/12(水) ⇒ 日帰りで実施予定 

 ・中学校 「職場体験（２年生）」 6/8(火)～10(木) ⇒ ３日間に短縮 

 ・美術館 「吉行鮎子展」 5/1～6/27(日) 

 ・ビカリアミュージアム 「春のイベント 2021」 ～5/5(水) 

 ・海洋センター 「東京 2020 オリンピック聖火リレー」 5/20(木) 

 

各施設では「人数制限による３密の防止」や「検温」「手指消毒の徹底」など、感染予防に努めながら 

貸館等を行っていますが、状況に応じて、急きょ予定が変更する場合がございます。何卒ご容赦ください。 

教育委員会の取り組みを保護者の皆さまにより

身近にお届けする「教育委員会通信」。 

先日、中学校やこども園建設に向けた基本設計

案が完成し、その概要版を各戸に配布、意見募集

を行いました。 中学校に５９件、こども園に５２件の

いただいたご意見は、こども園・中学校建設推進室

にて項目ごとにまとめられ、その回答を５月号の ↗ 

 ↗ 広報ＮＡＧＩと一緒に配布します。 また、いただい

たご意見の全てを奈義町ホームページに掲載しま

すので、そちらもぜひ、ご覧ください。 

さて今回は、「新型コロナウイルス感染症に関す

るお知らせ」と「こども園に関するご質問」にお答え

します。 



こども園に関するご質問にお答えします                               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども園などの整備について経費のご心配もいただきました。パブリック

コメントの回答に財政シミュレーションも掲載されています。 最少の経費で

最大の効果が得られるよう、利用者の声を大切に、検討を進めます！ 
 

●問い合わせ先 奈義町教育委員会 学事課（文化センター内） 

Tel：0868-36-4195 / E-mail：kyouiku@town.nagi.lg.jp 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「奈義町教育委員会」更新中！ 

今週のピックアップ！ 
～奈義町教育委員会 Facebook より～ 

学校運営協議会メンバーさんの発案で、幼稚園の年長児が「たけのこ掘り」をさせて

いただけることになりました。ご協力いただいたのは小坂地区の皆さん。「タケノコは

どこにあるんだろう」「わぁ、すごい山の中じゃなぁ」と言いながら山道を進みます。

現地では、くわの使い方などをわかりやすくお話ししてくださり、早速たけのこ掘りに

挑戦です。「あっ、ここにあった！」と掘りはじめたものの、「固いなぁ」「難しいなぁ」

と戸惑った様子。しかし、地区の方に手伝っていただきながらコツをつかむと、お家の

方も子ども達も夢中になって、山の上へ上へとあがって掘っていました。 

普段経験することのない体験を通して、春の自然に触れることができ、優しく丁寧な対応をしてくださる

地域の方の温かさに、私たちの心もホッとした一日でした。（一部を抜粋して掲載しています） 

「大きなタケノコを掘ったよ！」 

Ａ．現在の色々な課題を解決するためです。 

乳幼児期の保育教育は、人格形成の基礎を培

う重要なものです。 幼保連携型認定こども園で

は、０歳から小学校就学前までの一貫した保育教

育を行い、３歳未満・３歳以上の発達の特性などを

踏まえながら日常的な異年齢交流が実現します。  

そして、要望の多い「給食による食育」「送迎の

利便性向上」、さらには「相談機能の設置」など

を目指しています。 

旧中央幼稚園舎、旧チャイルドホーム等

を連結したものの段差が多く、保育ニーズ

の高まりにより狭小となった現保育園舎、３

歳児の受け入れや給食調理場のない各幼

稚園舎の増改築なども議論されましたが、

施設が分散していることによる送迎の不便

さのほか将来的な人員確保など、運用にあ

たっての課題も踏まえ、平成３０年３月 

に「こども園１園化」を決定、現在は 

詳細設計を行っています。 

また、榎橋（計画地の北西にある橋）付近での名義川の流下能力調査を行い、過去の雨量情報など

から検証を実施。 200 年確率降雨でも安全であると確認しています。 しかしながら、地区懇談会や議

会から想定外の豪雨等による河川の増水の懸念の声は多く、安心感を高める手段として嵩上げを提

案、ご決定をいただいたものです。 豊かな自然の中でいろんな経験を積むことは、幼児期の成長過程

で大切なことです。危機管理（緊急時対応）をしっかり行いながら、安全に配慮して運用していきます。 

Ａ．用地選定は、平成３０年３月の答申に基づき「小中学校」、「公共施設」周辺で１万㎡

程度のまとまった土地を抽出、地権者さんへ交渉していない状態で「どこが最適地か」と

いう検討を行いました。 答申との整合性、安全安心を検討する中で、保護者の送迎等に

よる交通に与える影響について現実的な議論を行い、交通量調査を行うなど、比較検討

した結果、「奈義中央広場 南駐車場」付近を最適地として選定しました。 

Ｑ．建設予定地はどうやって決まったの？ 

Ｑ．そもそも、どうして「こども園化」が必要なの？ 今の園舎改築ではダメなの？ 
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